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前多 克則
（本団団員指揮者）

　今回の解説には「音からのイメージ」に

言及している部分が多いが、これはあくま

でも筆者の個人的な感覚によるもので

あり、読者の方 と々は異なることもあるが、

「こういう感じ方もあるな」という温かい目

でご一読いただけるとありがたい。

　チャイコフスキーが30歳になる直前に

作曲した幻想序曲『ロメオとジュリエット』

は、イギリスの劇作家シェイクスピアの

戯曲を題材とした演奏会用序曲である。

　プロコフィエフの同名バレエ音楽などと

は異なり物語に沿った構成ではなく、楽想

を自由に書き綴ったものである。チャイコ

フスキーの作品には、この他に『ハム

レット』及び『テンペスト』という２曲の

幻想序曲があるが、いずれもシェイクス

ピアの戯曲を題材としている。この曲の

特徴は、序奏及び終結部を伴ったソナタ

形式で構成されている。

（１） 序奏
　クラリネットとファゴットにより序奏主題

が演奏される。これは一般的には「ローレ

ンス僧の主題」と言われているそうで、

正義感を示していると言えよう。続いて

弦楽器が、物語の舞台となっているイタリ

ア北部ヴェローナの不安に満ちた様子を

演奏する。続いて現れるハープのアルペ

ジオが夜明けを表している。広場にモンタ

ギュー家とキャピュレット家の面 （々以下

「両家」という）が登場してくる。チェロによっ

て演奏される音形は、先ほどの序奏主題の

反進行となっており、両家が、正義とは反対

の「対立」関係にあることを意味している。

　両家が睨み合いによって気持ちを高ぶら

せる様子を、木管楽器と弦楽器が同音で

掛け合いし、さらにテンポを徐々に速くする

ことで表現すると、曲は提示部に入る。

（２） 提示部
　第１主題は、「両家の対立抗争」を題材と

している。途中、弦楽器と木管楽器が同じ

音形を２拍ずらして演奏するが、これは

幻想序曲《ロメオとジュリエット》
（チャイコフスキー）

　エスカミーリォが去った後、ホセが現れる。

カルメンは「愛しているなら、自由がある

山（密輸団のアジト）へ一緒に行こう」と

誘う。ホセは、最初は断るが、上司（衛兵隊

長）とのいさかいから、結局は密輸団の

一味となってしまう。

〔第３幕〕
　山のアジトではホセが、密輸団の仲間た

ちが見回りのために外出している留守を警

備している。そこにミカエラがやってくる。 

　なんとか更生してほしいとミカエラが

懇願しても、ホセは聞く耳を持たない。

　そこへカルメンを探してエスカミーリォ

が現れる。ホセは、エスカミーリォもカル

メンを愛していることを知り、戻ってきた

カルメンを問いただすが、すでにカルメン

のホセへの気持ちは冷めていた。

〔第４幕〕
　闘牛場では群衆がエスカミーリォを

大歓声で迎えている。彼はカルメンと愛を

語り合う。皆が闘牛場に入場すると、

ひとり残ったカルメンのもとに、人ごみに

隠れていたホセが歩み寄る。

　復縁を迫るホセに対してカルメンは

「生きようが死のうが、あんたの言いなり

にはならない！」と突っぱねる。逆上した

ホセが、カルメンをナイフで刺殺して

しまう・・・という、後味の悪い内容である。

　本日は、そのオペラから、オーストリア

の音楽学者ホフマンが演奏会用に編纂

した２つの組曲から抜粋して演奏する。

　なお、国分寺フィルハーモニー管弦楽

団では、オペラやバレエの組曲を演奏す

る際、ストーリー順に並べなおしてプログ

ラムを組むことが多いが、本日は、組曲の

順番で演奏する。

第１曲 プレリュードとアラゴネーゼ
　曲は２つの部分に分かれている。前半

（プレリュード）は、第１幕への前奏曲で、

オペラでは本日の第３曲としてお届けする

トレアドールに続いて演奏される。後半

（アラゴネーゼ）は第４幕への前奏曲

である。

第２曲 間奏曲
　ハープの分散和音に導かれたフルート

の旋律が美しい曲で、オペラでは第３幕

への前奏曲という位置づけとなっている。

第３曲 トレアドール（闘牛士）
　「カルメンといえばこの曲！」というくら

い有名であり、テレビ番組のBGMにも

使用されるほど認知度が高い曲である。

オペラでは、導入曲という位置づけで、

一番初めに演奏される曲である。

P. I. チャイコフスキー(1840-1893)


